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問　

地
震
発
生
時
の
職
員
へ
の
避
難
指

示
、
断
水
時
の
対
処
な
ど
。

答　

市
消
防
計
画
に
沿
い
各
所
属
に
お

い
て
来
庁
者
や
職
員
の
安
全
を
確
保
し

適
切
な
避
難
指
示
誘
導
を
実
施
、
敷
地

内
の
安
全
な
場
所
に
避
難
、
揺
れ
の
安

全
状
況
を
確
認
後
、
庁
舎
内
を
残
留
者

が
い
な
い
か
ガ
ス
漏
れ
は
大
丈
夫
か
な

ど
含
め
安
全
確
認
を
行
っ
た
。

　

水
道
の
断
水
に
つ
い
て
は
、
市
は
自

然
流
下
に
よ
り
水
を
供
給
の
た
め
、
水

圧
不
足
の
地
域
に
は
ポ
ン
プ
に
よ
り
配

水
し
て
い
る
が
地
震
時
の
停
電
や
計
画

停
電
に
よ
り
１
９
２
戸
が
断
水
、
今
後

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
に
基
づ
き

非
常
事
態
に
備
え
た
い
。

問　

汚
泥
焼
却
後
の
ス
ラ
グ
を
再
利
用

し
た
建
築
資
材
か
ら
高
濃
度
セ
シ
ウ
ム

が
検
出
さ
れ
既
に
流
通
し
て
い
る
問
題

で
、
今
年
、
実
施
さ
れ
る
学
校
の
改
修

工
事
使
用
の
建
築
資
材
検
査
を
強
く
求

め
る
が
い
か
が
か
。
ま
た
大
災
害
時
、

山
間
部
が
陸
の
孤
島
化
し
た
場
合
の
救

助
方
法
や
崩
落
道
路
が
一
目
で
わ
か
る

道
路
地
図
を
策
定
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

建
築
資
材
等
は
設
計
仕
様
書
と
の

照
合
承
認
や
現
場
搬
入
時
に
立
会
に
よ

り
検
査
を
実
施
、
製
品
の
放
射
線
被
曝

に
つ
い
て
は
検
査
し
て
い
な
い
が
他
市

の
工
事
現
場
の
検
査
状
況
等
を
確
認
し

検
討
す
る
。
山
間
部
地
域
の
救
助
は
現

状
把
握
し
最
善
の
策
を
講
じ
る
。
市
で

対
応
不
可
能
な
時
は
県
や
国
に
応
援
を

要
請
し
自
衛
隊
の
出
動
を
お
願
い
す
る
。

　

山
間
部
が
一
目
で
わ
か
る
道
路
地
図

に
つ
い
て
は
、
議
員
指
摘
の
と
お
り
災

害
時
に
迅
速
適
切
な
対
応
を
す
る
た
め

に
誰
も
が
一
目
で
わ
か
る
道
路
地
図
を

作
成
、
掲
示
し
、
情
報
の
視
覚
化
、
共

有
化
を
図
る
こ
と
を
考
え
る
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
市
の
対
応
と

危
機
管
理
に
つ
い
て

新
風　
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夫
津波により壊滅した大槌町（４月19日筆者撮影）
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●
一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
は
、
議
案
に
関
係
な
く
、

行
財
政
や
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
市
長

を
は
じ
め
と
し
た
執
行
機
関
に
対
し
て

見
解
な
ど
を
問
う
も
の
で
、
定
例
会
で

の
み
行
わ
れ
ま
す
。
議
会
で
は
、
議
案

の
審
議
と
同
じ
よ
う
に
、
一
般
質
問
も

重
要
な
役
割
を
も
っ
て
お
り
、
市
民
の

考
え
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
市

当
局
と
自
由
に
討
議
が
で
き
る
場
で
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
演
壇
で
の
質
問
の
際
、
議
事

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
さ
せ
る
た
め
会
議

規
則
に
よ
り
、
前
も
っ
て
質
問
の
要
旨

を
文
書
で
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
円
滑
な
議
事
運
営
お
よ
び
適

切
な
答
弁
を
得
る
た
め
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

●
意
見
書
と
は

　

議
会
に
は
、
そ
の
自
治
体
に
関
係
あ

る
こ
と
や
広
く
市
民
生
活
に
か
か
わ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
国
、
県
ま
た
は
関
係

行
政
機
関
に
対
し
、
意
見
書
の
提
出
権

が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
も
の
で
、
住
民

の
代
表
で
あ
る
議
会
に
意
見
書
を
提
出

す
る
機
会
を
与
え
行
政
に
住
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
意
見
書
の
内
容
は
、
特
に
制

限
は
な
く
、
議
会
で
決
定
し
て
国
や
県

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

東
日
本
を
襲
っ
た
大
震
災
、
復
興
に

向
け
頑
張
っ
て
い
る
被
災
地
の
み
な
さ

ん
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
声
が
響
き
渡
る
、
暑
い
夏

を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
は
東
電

福
島
原
発
事
故
に
よ
り
い
ま
だ
に
放
射

能
の
影
響
で
屋
外
に
出
て
遊
ぶ
の
を
控

え
て
い
る
子
ど
も
達
。

　

電
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
食
料
と
同

じ
よ
う
に
、
国
民
に
と
っ
て
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　

周
り
の
森
林
を
見
る
に
つ
け
、
こ
の

木
材
を
利
用
し
、
安
全
・
安
心
で
き
る

ク
リ
ー
ン
で
、
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
へ
の
政
策
転
換
を
図
り

た
い
も
の
で
す
。
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